


２０１０年１２月１７日 海洋技術フォーラムシンポジウム

海洋国家基盤の強化に向けた海洋の研究開発の在り方

海洋研究開発機構・理事 東京大学名誉教授 平 朝彦海洋研究開発機構 理事 東京大学名誉教授 平 朝彦

ポイント１：我が国の海洋資源探査は、最先端技術の総合的な運
用が可能となり、新しい段階に入りつつある。
（海洋資源探査技術の高度化）

ポイント２：海洋資源については多くのことが未知であり、従来の
“常識”は当てはまらない。新しい研究開発の推進が必須である。
（地下微生物を考慮した海洋資源科学の創成）

ポイント３：探査から開発・精錬・生産までのロードマップとそれを
支える総合技術、そして資金計画の具体的全体像はまだ見えて
いない （具体的なロードマップの共有化）いない。（具体的なロ ドマップの共有化）
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海洋技術フォーラム 
http://blog.canpan.info/mt-forum/ 

 

【お問い合わせ】 

海洋技術フォーラム事務局 

（ocntechf@gmail.com） 




